
加古川市斎場の長寿命化の改修について 
 

１ 概要 

 加古川市斎場は、昭和６１年（１９８６年）に竣工後、約３８年が経過しようとしており、老朽化が進ん

でいます。特に斎場の中心業務を担う火葬炉は竣工当初から入替を行っていないものがあり、使用できな

くなるリスクがあります。施設・設備においても耐用年数を経過しているものが多数あり、火葬炉と合わ

せて改修を行う必要があります。 

また、今後見込まれる火葬需要増加や家族葬などの新たな葬祭形式への対応や公共施設改修にかかる職

員負担の増大等の課題を抱えています。 

 

２ 現状と将来予想 

 令和４年度実績の年間火葬件数は３，０４１件であり、平成２５年度比で約２６％増加しています。ま

た、今後の死亡者数の推移を見ると、令和１７年度（２０３５年度）から令和２１年度（２０３９年度）の

平均が３，６２０件となる見込みです。 

 また、待合室は現在４室ありますが、段差解消や部屋数を増やす必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後のスケジュール案 

年度 実施予定 

令和６年度 運営事業者選定支援業務契約 

火葬炉関係業務（火葬炉設置・補修、斎場運営）の公募開始 

令和７年度 火葬炉関係業務事業者選定 

施設実施設計契約・実施設計開始 
令和８年度 

令和９年度 施設建設契約 

火葬炉及び施設の改修工事開始 
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図 2-1 年度毎の火葬件数 図 2-2 年度毎の待合室利用件数 
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図 2-3 死亡者数の推移（推計） 名称 待合室 名称 待合室

名称 待合室 名称 更衣室・化粧室

名称 待合室 名称 便所

写真No.3

状況
天井設置の空調機からの結露による水滴
によって、畳にシミができている。

写真No.2

状況
絨毯に傷みが見られ、特に外部扉前部分
の傷みが著しい。

写真No.1

状況
パーテーションにより簡易間仕切壁を設置
し、待合室として使用している。
また、床のシート部分がつまづきやすい。

写真No.6

状況
和式便器のあった所に洋式便器を設置し
ているので、前後の間隔が狭い。

写真No.4

状況
待合室3・4が完全分離されていないので、
空調が利きづらい。

写真No.5

状況
空調設備がないので、廊下から冷気等を
取り入れるため、外部用扉を設置してい
る。

図 2-4 待合室と待合ホール 

段差があり、負担 待合ホールの一部を

待合室として利用 

死亡者数 
（人） 実績 推測 

（各５年間の平均） 
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